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【はじめに】

キリスト教における介護行為は，基本的に隣人愛の実践と理解されるものである。具体的な介護の場面として引用される「よきサマリヤ人」の譬え話は (1)，イエスが隣人愛の実践例として示したものである。しかし，キリスト教における介護行為は隣人愛の実践の結果であり，それ自体が目的なのではない。したがって介護，看護を意味するギリシア語を分析しても，キリスト教における介護の思想の本質を捉えることはできない。介護の思想の本質を捉えるためには，キリスト教の愛の考察から把握していく必要がある。

介護や看護は隣人愛の実践であると述べたが，キリスト教における愛は神の愛（アガペー）抜きには語ることができない。隣人愛は神の愛を前提としているからである。したがってまず，神の人間への愛（アガペー）と人間の神への愛（ピスティス）と人間の人間に対する愛（隣人愛）について考察し，キリスト教の愛の特徴を明らかにし，その上でキリスト教における介護の思想について論じていくことにする。

なお，キリスト教の愛と言っても，イエス，パウロ，ヨハネの語る愛を詳細に考察すると若干の相違が見られるし(2)，また『聖書』に記載されているイエスの言行も必ずしも信頼できるものばかりではない。それは，原始キリスト教団やその後の教会が修正と加筆を繰り返してきたからである(3)。こういったことに関しては，18世紀以降の聖書学の成果により，かなりの部分まで解明されるようになった(4)。しかし，今日まで多くの信者の心を捉え，愛の実践を促してきたのは，その修正と加筆が繰り返された『聖書』に他ならない。またキリスト教会は，今日までその『聖書』を拠り所にしてキリスト教思想を展開してきた。圧倒的多数のキリスト教徒は，『聖書』に記載されているイエスの言葉を一つ一つ信頼できるものか信頼できないものか吟味しながら『聖書』を読むわけではないし，イエスやパウロ，さらにはヨハネの語る愛の相違などに注意することなく，それらを総合してキリスト教の愛と考えているように思われる。介護に関して考察する場合，人々を実際に動かしてきたキリスト教が大切であると思われるので，今回は伝統的なキリスト教思想と介護との関係について考察したいと思う。

【介護の思想の源泉としてのアガペー】

　キリスト教の愛はアガペーというギリシア語で理解されることが多い。神の愛を『聖書』の中でアガペーというギリシア語を用い，術語として定着させたのはパウロであるが，アガペーで語られる内実を人々に説き，実践したのはイエス自身であった。イエスの言行そのものがアガペーの実践だったのである。

　イエスの活動の多くは，病人の治療・看護及び介護に他ならなかった。そして，イエスの弟子たちの活動も宣教活動と病人の治療・看護・介護の実践が中心であった(5)。今日まで，キリスト教信者による看護や介護，ボランティア活動が数限りなく行われているのもそのためである。

　したがって，介護の思想をキリスト教にみようとするなら，隣人愛の根拠となっている神の愛（アガペー）を理解しなければならない。われわれは神が人間を愛するように，あるいはイエスが人間を愛するようには完全にアガペーを実践することは不可能である。完全に実行することは不可能であるにしても，神を信仰しているキリスト者が目指しているのはアガペーの実践に他ならない。キリスト教における介護の実践はアガペーの実践であるから，アガペーはいわば介護思想の源泉ともいうべきものなのである。

１．すべてのものに平等に注がれるアガペー

　キリスト教はユダヤ教という民族宗教を母体として成立した世界宗教である。したがって，キリスト教の愛もユダヤ教の愛を前提としている。それ故，「神への愛」と「隣人愛」を命ずる二つの命題，すなわちイエスが「律法と預言のすべてがそれにかかっている」と語った命題は『旧約聖書』からの引用として語られるのである(6)。では，キリスト教の愛はユダヤ教の愛の枠を出るものではないのだろうか。それについては二つの命題で語られている愛の対象と内容についてもう少し詳しく考察してみる必要がある。

　先にも述べたようにユダヤ教は民族宗教であるから，ユダヤ教の神の愛はユダヤ民族にのみ注がれる。それに対して，キリスト教の神の愛は，ユダヤ民族だけではなく異邦人にも注がれる。こういった相違点にも増して，さらに重要な相違点がある。それはユダヤ教の神の愛が正しい者の上にのみ注がれる愛であるのに対して，イエスの説くアッバー（パパ）なる神の愛は悪しき者の上にも平等に注がれる愛だということである。イエスはいわゆる山上の垂訓の箇所で次のように語っている。「父は悪人にも善人にも太陽を昇らせ，正しい者にも正しくない者にも雨を降らせてくださるからである」（マタイ5:45）と。そしてそれに続く箇所で「自分を愛してくれる人を愛したところで，あなたがたにとってどんな報いがあるだろうか。…自分の兄弟にだけ挨拶したところで，どんな優れたことをしたことになろうか。…だから，あなたがたの天の父が完全であられるように，あなたがたも完全な者となりなさい」（同5:46－48）と語っている。

　このように，神は善人だけではなく悪人にも愛を注ぐ。しかも平等にである。いうまでもなくこの平等は法的な平等を意味するものではない。法的な平等は正しい者と悪しき者を区別し，応分の報いをもたらすことによって成り立つ。したがって，イエスが説くことは，常識的な判断をする者にとって承服できない事柄である。それはいわゆる悪平等であり，当時のユダヤ教の律法学者やパリサイ人たちの宗教感情，生活心情にとってけっして赦されるべきものではなかったにちがいない。なぜなら，彼らにとっては神から与えられた律法を遵守し，正しい道を歩むことこそが神に祝福され，永遠の命を得る唯一の方法だったからである。彼らの憤りは，「マタイによる福音書」20章で語られる「ぶどう園の労働者」の譬え話(7)を読むと，われわれにもよく理解できる。概略を述べると以下のような内容である。

　ある家の主人がぶどう園で働く労働者を探しに広場に行き，夜明けごろ，9時ごろ，12時ごろ，3時ごろ，5時ごろに労働者を雇い入れて，順次働かせ，夕方になったとき，監督に最後に来た者から順番に1デナリオンずつ支払わせるというものである。確かに，毎日仕事を探しながらその日の生活費をやり繰りしている者にとっては，少しでも早く仕事を見つけ，働くことができるということは，幸運なことであり，嬉しいことであるかもしれない。一方，一日中仕事を探し回らねばならない者は，不安の中で一日を過ごさねばならないかもしれない。その点を考慮すれば，この主人の命令は，適切な思いやりに満ちた配慮に基づくものと理解することができるかもしれない。しかし，一方で朝から働いた者が，夕方から働いた者と同じ給金であることを知ったとき，それに不満をもってしまうことも人間としては至極当然である。主人とそれぞれの労働者が個別に契約し，その契約どおりに報酬を受け取っているにもかかわらず，このような不平が生じてしまうのである。それは主人との関係の他に，労働者どうしの横の関係があり，それに心を奪われているからである。契約の不履行があったわけではなく，労働者に対する報酬が平等ではないからである。

　この譬え話は神の愛，恩寵による救いの問題を明確に示すものである。すなわち，一般にユダヤ人に限らず，まじめに生きている常識的な者にとって，天国に入るのは真面目に生きている者だけでなければならない。悪を行なう者は地獄に落ちなければならない。そうでなければ真面目に生きている者が馬鹿をみることになろう。そのような考えが，われわれにも程度の差こそあれ，根強く存在している。それが人並み以上に強かったのが，ユダヤ人の律法学者であり，パリサイ人であった。したがって彼らがイエスの説く「平等に注がれる神の愛」を受け入れるはずはなかった。

　それについてはイエス自身も自覚していた。イエスは語る。「丈夫な人に医者はいらない。いるのは病人である。私がきたのは義人を招くためではなく，罪人を招くためである。」（マルコ2:17）と。実際イエスは罪人や病人の中に入っていき，癒し，慰め，罪の赦しを宣言していった。「マルコによる福音書」によると，イエスの宣教活動の中心はガリラヤであった。このガリラヤというのは当時のユダヤ人たちの間では「ガリラヤからは何も良いものは出てこない」と口々に言われた地域であり，差別され，抑圧された人々の住む地域であった。「イエスがともに交わりを持った人々，そしてその人たちの中にこそ『神の国』は現臨しているのだと彼が語った人たちとは，まさに当時『地の民（アム・ハー・アーレッツ）』と蔑称されていた，全くユダヤ教の戒めなどまもることのできなかった人たち，いわゆるこの世の『罪人』たちだった」(8)のである。

　パリサイ人や律法学者たちは律法を守れない人々を差別し，蔑んでいた。イエスは，この蔑みの態度をもっとも愛から遠い行為と考えていた。人間はみな罪人であり，悪への誘惑に弱い存在である。たとえ誠実な人間で神に自分の罪を告白し，頭を垂れる謙虚な人間であっても，回りの人間と向き合うとき，自らの罪を忘れて他人の罪を責めてしまうことがしばしばある。そのように考えると，正しい人間など一人もいないことになる。それ故パウロは「ローマの信徒への手紙」で「正しい者はいない。一人もいない」（ローマ書3:10）と断言し，そのような本来罪人の人間に対して神は平等に愛を注ぐというのである。われわれは神の愛が対象の価値に関係なく注がれる愛であることに気づかされる。すなわち神の愛は「自発的で誘発されないもの」（９）と特徴づけることができよう。神が人間を愛するのは，人間の神への働きかけによるのでも，人間の行為の善し悪しによるのでもない。それはまったく神の側から一方的に，無条件に注がれる愛なのである。　

２．「贖罪としての十字架上の死」にみる自己犠牲的なアガペー

　先に述べたように，パウロがアガペーというギリシア語をキリスト教の愛として定式化したが，さらにイエスがその言行によって示した神の愛をイエスの十字架上の死と結びつけ，贖罪の死と捉え，神の愛の最高の表現とした。それはヨハネによっても受け継がれ，キリスト教思想の根幹となっている(10)。それがイエスの思いと一致しているかどうかは別として(11)，今日までキリスト教の教義の柱となっている。

　パウロは語る「人は皆，罪を犯して神の栄光を受けられなくなっていますが，ただキリスト・イエスによる贖いの業を通して，神の恵みにより無償で義とされるのです。…わたしたちは，人が義とされるのは律法の行いによるのではなく，信仰によると考えるからです」（ローマ書3:24－28）と。このようにパウロはイエスをキリストと信じ，そのイエスの死を贖罪と捉え，そこにこそ神の自発的で誘因のない自己犠牲的な愛が余すことなく表現されていると考えているのである。またヨハネも次のように語っている。「神は，その独り子をお与えになったほどに，世を愛された。独り子を信じる者が一人も滅びないで，永遠の命を得るためである。神が御子を世に遣わされたのは，世を裁くためではなく，御子によって世が救われるためである。」（ヨハネ3:16，17）と。これはパウロが定式化した贖罪の思想をより明快に表現したものである。ニーグレンによれば「イエスの十字架上の死は神のアガペーの絶対至上の表現」(12)なのである。

【信仰の証としての介護・看護】
神の愛は上で見たようにまったく自発的で誘発されない愛であるが，神に愛されていると信じる者は神への愛し返しが問題になってくる。イエスは『旧約聖書』を引用しつつ，次のように語っている。「心を尽くし，精神を尽くし，思いを尽くして，あなたの神である主を愛しなさい。」（マタイ22:35）と。

しかし，心を尽くし，精神を尽くし，思いを尽くしても，われわれは神に直接働きかけることができない。神の意志は『聖書』に記されている内容から推し量るしかない。心の中で神を愛することしかできない。神は見ることも触ることもできないからである。神に与えられた一日を感謝し，祈りを捧げ，神ならどのように行動するだろうかと神の御心を尋ねながら行動し，神と共にあることを喜ぶ人は，確かに神を愛しているといえるであろう。しかし，それはあくまで心の中の問題であり人間を愛する場合のように，具体的ではない。それゆえ，この愛はパウロが語るように信仰（ピスティス）なのである(13)。

キリスト教では神への愛し返し，すなわち信仰の証として隣人愛の実行が命じられる。イエスは神が裁きの日に，天国に入るものと地獄に落ちるものとに選別する譬えを話す際に，神への愛は隣人への愛によって実現されると説いている。「人の子は，栄光に輝いて天使たちを皆従えて来るとき，その栄光の座に着く。そして，すべての国の民がその前に集められると，羊飼いが羊と山羊を分けるように，彼らをより分け，羊を右に，山羊を左に置く。そこで，王は右側にいる人たちに言う。『さあ，わたしの父に祝福された人たち，天地創造の時からお前たちのために用意している国を受け継ぎなさい。お前たちは，わたしが飢えていたときに食べさせ，のどが渇いていたときに飲ませ，旅をしていたときに宿を貸し，裸のときに着せ，病気のときに見舞い，牢にいたときに訪ねてくれたからだ。』すると，正しい人たちが王に答える。『主よ，いつわたしたちは，飢えておられるのを見て食べ物を差し上げ，のどが渇いておられるのを見て飲み物を差し上げたでしょうか。いつ，病気をなさったり，牢におられたりするのを見て，お訪ねしたでしょうか。』そこで王は答える。『はっきり言っておく。わたしの兄弟であるこの最も小さい者の一人にしたのは，わたしにしてくれたことなのである。』」（マタイ25:31－40）と。

この譬え話に出てくる王はいうまでもなく神である。ここに登場する国の民は神である王に会ってはいない。したがって彼らは直接王に奉仕した覚えがない。しかし，王は「わたしの兄弟であるこの最も小さい者」，すなわち困ったときに助けを求める一人一人にした親切を自分にしてくれたことだというのである。見ることも触ることもできない神への愛は，こうして隣人愛の実践によって証明されることになる。その点についてはヨハネがより明確に述べている。「『神を愛している』と言いながら兄弟を憎む者がいれば，それは偽り者です。目に見える兄弟を愛さない者は，目に見えない神を愛することはできません。神を愛する人は，兄弟をも愛すべきです。これが，神から受けた掟です。」（ヨハネⅠ4:20ｆ.）こうして，第一の戒めである神への愛と第二の戒めである隣人愛の内容が実質的に一致することになる。われわれはキリスト教の隣人愛が神への愛すなわち信仰の証となっていることを忘れてはならない。つまり，看護や介護が隣人愛の実践であるなら，その看護や介護はキリスト教徒にとって，信仰の証に他ならないということである。

【介護の実践を促す隣人愛】　

１．介護の根本精神A「隣人を自分のように愛しなさい。」（マタイ22:39，マルコ12:31，ルカ10:27）

介護をする者が，要介護者とどのように向き合うべきかという介護の根本精神を説いているのが，この「自分のように愛しなさい」という命題に他ならない。ともすると，要介護者を単なるサービスを受ける対象とみなし，もっと悪く言えば商品として扱い，要介護者に苦痛や不快感を与えている者も少なくないときく。施設の方針であったり，介護士の個人の資質によるところもあるであろうが，基本的に介護にあたるとき，相手が困っている人間であり，助けを求めている人間であることを忘れてはならない。個々の対応の間隙を埋め，相手に満足してもらう介護をしようとする場合，相手を「自分のように愛する」ということは極めて大切なことである。これは介護を行う者がもっとも基本的な姿勢として身につけておかねばならない考え方である。実際，キリスト教徒たちは，この精神でいろいろなボランティア活動をおこなってきたのである。そこで，この命題がどのように解釈され，どのようにして実践する際の力となるかをもう少し詳しく考察してみることにする。

隣人愛を命ずる有名な命題は新共同訳の『聖書』では「隣人を自分のように愛しなさい」と訳され，新改訳の『聖書』では「自分を愛するようにあなたの隣り人を愛せよ」と訳されている。前者の訳では隣人と自分を同じ者として，すなわち実体としての自分と実体としての隣人を区別せず，隣人を自分と思って愛することを命じているという解釈ができる。それに対して後者は自分を愛するように，そのように隣人を愛すること，つまり愛し方を問題にしているように解釈できよう。

　前者のように解釈する流れをさらに進め，生命という実体で捉えた思想家としてシュヴァイツァーを挙げることができる。彼は人間だけではなく，あらゆる生き物を「生きようとする生命に取り囲まれた生きようとする生命」(14)と捉え，同じ生命という同胞意識から「生命への畏敬の念」をもって，あらゆる生命への献身を説いている(15)。これは前者の延長線上にあるものと理解できる。

　後者の場合，隣人愛の前提として自己愛が語られており，その上で自分を愛するように隣人を愛せと語られているように理解できる。いうまでもなく，この自己愛が利己愛でないことは説明するまでもない。利己愛は隣人愛と矛盾するからである。それに対し，ここで語られる自己愛は神の愛を前提する非利己的な自己愛とでもいうべき愛である。すなわち，ここで語られる自己愛は，神がわれわれを愛してくださっているという前提から出発している。上で見たように，われわれは罪深く，悪への誘惑に抗しきれず，からし種一粒ほどの信仰すらもつことのできない存在である。そのような人間を神は自発的かつ自己犠牲的に愛してくださっている。人間は本来まったく価値はないが，神に愛されているという事実，そのことによって人間は価値を有することになる。それゆえ，人間はつまらない存在であるにせよ，神が愛してくださった自分を粗末にすることはできない。神が愛してくださっているのだから神に愛されるにふさわしい自分になるよう自分を大切にする義務がある。このように自分を愛するとき，その自己愛は自分勝手な利己愛ではありえない。罪を赦され，毎朝新しい一日が与えられることを神に絶えず感謝し，喜び，神に祈りをささげる者同士は，隣人との関係もおのずと良好なものとなる。「神に愛されている」ということによってのみ価値を有した人間同士が，そのことを自覚するとき，自己と他者に価値の序列は存在しない。それゆえ，自己愛と隣人愛は矛盾しないのである。

２．介護の根本精神B「人にしてもらいたいと思うことは何でも，あなたがたも人にしなさい」（マタイ7:12）

キリスト教における介護の思想には，もう一つ重要な戒めがある。「人にしてもらいたいと思うことは何でも，あなたがたも人にしなさい」という，いわゆる黄金律と呼ばれるものである。自分のように隣人を愛して接することは介護の基本であるが，自分が要介護者だとしたら，何をしてもらいたいと思うかを考え，そのように介護を実践することも介護の根本精神でなければならない。個別的な介護の知識や技術を身につけても，相手への思いやりがなければ望ましい介護を実践することはできない。今日，あまりに職業的になり，相手の気持ちを置き去りにして金銭契約としての介護が行なわれていないだろうか。ケアの本質は生かし，生かされる喜びにあるはずである。今一度，介護者はキリスト教の黄金律に学んでいく必要があるのではないだろうか。

３．隣人愛の実践としての介護

　イエスが隣人の範囲，隣人愛の実践内容を明確に語り，隣人愛と看護・介護の関係を直接示している箇所として，「よきサマリヤ人」の話が有名であることはすでに述べたところである。しかし，イエスの活動は宣教活動と病人の治療・看護・介護の実践に他ならないため，看護や介護活動の記述は『聖書』の至るところに見出される。多くの奇跡物語は病人の病気を治したり，死人を蘇らせた話であり，それは基本的に治療であり，看護，介護の実践の物語である。また弟子や使徒たちの活動を記述している「使徒言行録」でペテロやパウロが行った活動も，宣教活動と病人の治療・看護・介護に他ならなかった。

そこで彼らが行う癒しの方法は，「手を触れ，言葉をかけて癒す」「言葉によって癒す」「触れられることによって癒される」「離れたところで癒す」等々様々な癒し方があるが，基本的には手を触れ，言葉をかけて癒すとみなしていいであろう。マルコの福音書第１章でイエスはらい病患者を癒している。

　「さて，らい病を患っている人が，イエスのところに来てひざまずいて願い，『御心ならば，わたしを清くすることがおできになります』と言った。イエスが深く憐れんで，手を差し伸べてその人に触れ，『よろしい。清くなれ』と言われると，たちまちらい病は去り，その人は清くなった。イエスはすぐにその人を立ち去らせようとし，厳しく注意して，言われた。『だれにも，何も話さないように気をつけなさい。ただ，行って祭司に体を見せ，モーセが定めたものを清めのために献げて，人々に証明しなさい。』しかし，彼はそこを立ち去ると，大いにこの出来事を人々に告げ，言い広め始めた。それで，イエスはもはや公然と町に入ることができず，町の外の人のいない所におられた。それでも，人々は四方からイエスのところに集まって来た。」（マルコ1:40－45参考マタイ8:1－4，ルカ5:12－16）

当時らい病の患者は穢れた罪人として，宮に登ることどころか一般人と接触することが禁じられ，言わば隔離されて生活させられていた。つい最近まで日本でもらい予防法という法律によってハンセン病患者を隔離し，差別してきたことは周知のとおりである。ただ，イエスの時代，ハンセン病患者は罪を犯し，穢れているとみなされ，差別されていたのである。したがって病気が治っても，祭司によって「清められた」と証明してもらうまでは，一般人と交わることができなかった。その意味では二重に苦しめられていたのである。

イエスが取った行動はまず，「手を差し伸ばし，その人に触れる」という行為であった。すなわち文字通り「手当て」をしたのである。恐ろしい病気をもっている病人に近づくことだけでも多くの者は尻込みしていた。手を触れ手当てをするということは，当時の人々にとっては，理解できない危険な行為に思えたにちがいない。さらにイエスは，病気で苦しむだけでなく罪人という烙印を押され，二重に苦しめられて生きる望みを失っている病人に，「清められた」と告知するのである。これは病人の精神的な癒し，心のケアに他ならい。

そういう意味で，外的な手当て，内面的な心のケアをイエスの行為に見て取ることができる。すなわち多くの奇跡物語は，キリスト教の隣人愛の実践としての看護・介護そのものなのである。いうまでもなく，そこでは信仰を前提しており，信仰なくしてはイエスの言行が実のある看護や介護にならなかったことは容易に推察される。このことは患者や要介護者と看護士・介護者との信頼関係にも当てはまる。金銭契約という関係だけで行う治療や看護・介護では患者や要介護者の希望を満足させることはできない。心のある人間が相手である場合，双方の心が通じ合ってはじめて感謝したいと思ってもらえる介護を提供できるのである。

【キリスト教における介護思想の特徴】

１．信仰の証としての介護や看護の実践

キリスト教では，人々は信仰が前提になっているから，報酬の有り無しに関係なくボランティアとして看護や介護を行うことが可能である。マザーテレサを始めとする多くのクリスチャン実践家は，神の愛に対するただ神への信仰の証として，神に喜んでもらうためだけに隣人愛を実践できる。ここにキリスト教の介護思想の大きな特徴がある。基本的には要介護者の態度や感謝の言葉に左右されることなく，喜びを持って介護に当たることを可能にするし，相手が神であるから介護のごまかしが許されない点でも優れている。信仰をもたない者にとっては，なかなか達することのできない高度な倫理観を持って介護に当たれる理由がそこにある。

２．愛からの行為かどうかが問われる

キリスト教の介護思想の特徴は愛の実践であるから，もしその介護が愛からの行為でなければ意味がないものとなる。パウロは「コリントの信徒への手紙一」の第13章で次のように語っている。「たとえ，預言する賜物を持ち，あらゆる神秘とあらゆる知識に通じていようとも，たとえ，山を動かすほどの完全な信仰を持っていようとも，愛がなければ，無に等しい。全財産を貧しい人々のために使い尽くそうとも，誇ろうとしてわが身を死に引き渡そうとも，愛がなければ，わたしに何の益もない。」と。（コリント書Ⅰ13:２－3）

３．心の純粋性を問われる

施しをするとき，あるいは介護をするときには，神に喜んでもらうことと相手への愛（思いやりの心）から行為すること以外の思いを動機としてはならない。それは，上で引用した「コリントの信徒への手紙一」に示されている通りである。たとえ，そのような純粋な動機から介護を行っても，隣人に善いことをした場合，自分をいい人間と思い，同時に相手を見下してしまうことも少なくない。神に共に赦され生かされている兄弟として，愛し合い，助け合う思いを維持することが重要である。イエスは語る。「見てもらおうとして，人の前で善行をしないように注意しなさい。さもないと，あなたがたの天の父のもとで報いをいただけないことになる。だから，あなたは施しをするときには，偽善者たちが人からほめられようと会堂や街角でするように，自分の前でラッパを吹き鳴らしてはならない。はっきりあなたがたに言っておく。彼らは既に報いを受けている。施しをするときは，右の手のすることを左の手に知らせてはならない。あなたの施しを人目につかせないためである。そうすれば，隠れたことを見ておられる父が，あなたに報いてくださる。」（マタイ6:1－4）

４．いつも喜び，すべてのことに感謝して奉仕

　「兄弟たちよ。あなたがたにお勧めする。怠惰な者を戒め，小心な者を励まし，弱い者を助け，すべての人に対して寛容でありなさい。だれも悪をもって悪に報いないように心がけ，お互いに，またみんなに対して，いつも善を追い求めなさい。いつも喜んでいなさい。絶えず祈りなさい。すべての事について，感謝しなさい。これが，キリスト・イエスにあって，神があなたがたに求めておられることである。」（テサロニケ書Ⅰ5:14－18）われわれは，介護に当たるときに限らず，隣人と接する時，いつも喜んでいることは大切である。なぜなら，われわれは自分自身が喜び，幸せを感じているとき，隣人に優しくなれるからである。自分が不幸せだと思っているとき，他人の幸せを素直に喜べない。また，いつも喜んでいるためには，周りの人に支えられて生きていることへの感謝の気持ちを持つことが必要である。われわれは，すべてのことに感謝し，いつも喜んでいる精神状態の時に，相手に対して優しい気持ちをもって介護することができることを忘れてはならない。

【終わりに】

キリスト教では，信仰が前提になっているから，報酬の有り無しに関係なく看護や介護を行うことが可能であった。看護や介護は，神への信仰の証としての隣人愛の実践だったのである。それ故，看護や介護の実践意欲は信仰の強さに比例するものであり，キリスト教の介護思想はキリスト教徒にとって実践意欲を強く引き出す力を持っていた。しかしながら，このことはキリスト教徒ではないわれわれにとって，その思想が実践意欲を引き出すものではないということでもある。そこに宗教における思想の長所と短所がある。

キリスト教における介護の思想は，一般の人々の実践意欲をどれだけ引き出せるかという問題はあるが，その愛の教えには介護者が介護を実践する際に欠くことのできない考え方が多くあった。思想が力をもつためには，その思想の価値を認識し，自らの人格的成長を目指す個人の意欲が必要である。介護者が介護活動を通じて，自らの人格的成長を追い求めていく時，信仰に関係なく，キリスト教における介護の思想は大きな意味を持つに違いない。

【註】

(1)「ルカによる福音書」10:25－37参照。なお，本文中の『聖書』からの引用は日本聖書協会の新共同訳を使用した。本文中に引用箇所を示すに当たって，以下のように略記した。 「マタイによる福音書」2章3節 → マタイ2:3　 「ローマの信徒への手紙」2章3節 → ローマ書2：3

　「コリントの信徒への手紙一」2章3節 → コリント書Ⅰ2：3

(2)拙稿「イエスの愛とキリスト教の愛」『倫理学研究』第11号所収　広島大学倫理学研究会 参照

(3)青野太潮 『どう読むか，聖書』朝日新聞社 1994年 参照

(4)田川建三 「福音書からイエスへ」月刊『言語』Vol.26所収 1997年 参照。なお，福音書におけるイエスの発言の信頼性に関する興味を引く研究としてThe Jesus Seminar が出版した “The Five Gospels”という本がある。

Cf. The Five Gospels ; The Search for the Authentic Words of Jesus : New Translation and Commentary by Robert W.Funk,Roy W.Hoover,and the Jesus Seminar,1993,Macmillan Publishing Company

(5)弟子や使徒たちが病人の治療，看護，介護を行っていることは聖書のいたるところに記載されている。例えば「使徒言行録」3:1－10，5：12－16，9：32－35，９：36－43，20：7－12参照

(6)「マタイによる福音書」22：34－40，「ルカによる福音書」10:25－28，「マルコによる福音書」12：28－34参照

(7)「マタイによる福音書」20：1－16

(8)青野太潮 前掲書 25項
(9)ニーグレン著，岸千年・大内弘助訳『アガペーとエロース』新教出版社 1954年 44項

(10)拙稿「イエスの愛とキリスト教の愛」40項参照

(11)それについては拙稿「イエスの愛とキリスト教の愛」において私見を述べているので参照されたい。

(12)ニーグレン 前掲書 86項

(13)拙稿「イエスの愛とキリスト教の愛」37，38項参照

(14)A．シュヴァイツァー著『シュヴァイツァー著作集』第7巻『文化と倫理』氷上英廣訳311項

(15)同上309－337項参照

PAGE  
- 33 -

